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正

し

い

選

挙
で

明

る
い

郷
土

町
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
国
見
町
議
会

議
員
の
二

般
選
挙
は
統
一
地
方
選

挙
に
よ
り
四
月
二
十
八
日
に
行
な

わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
私
達

の
最
も
身
近
な
町
政
に
直
接
参
与

す
る
町
議
会
の
議
員
を
選
ぶ
非
常

に
重
要
な
選
挙
で
す
。

町
の
発
展
と
町
民
の
福
脯
の
向

上
を
真
剣
に
考
え
る
候
補
者
に
、

私
達
の
参
政
権
を
正
し
く
行
使
い

た
し
ま
し
よ
う
。

町
議
会
議
員
の
選
挙
に
関
し
、

有
権
者
の
皆
さ
ん
に
次
の
こ
と
が

ら
を
お
し
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
立
候
補
届
出
に
つ
い
て

立
候
補
届
出
は
、
告
示

日
の
四

月
二
十
一
日
か
ら
四
月
二
十
四

日
ま
で
、
町
選
管
に
お
い
て
受

付

け
ま
す
。

立
候
補
さ
れ
る
方
は
、
添
付
書

類
の
調
製
等
の
関
係
も
あ
り
ま

す
の
で
告
示
旦

閧
に
用
紙
等
の

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
権
（

選
挙
人
名
簿
）

に
つ

い
て

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い

な
い
人
は
投
票
で
き

ま
せ

ん
。

今
度
の
町
議
選
挙

の
有

権
者
は

四
月
十
五
日
行
わ
れ
た
県
議
会

議
員
選
挙
の
と
き
と
同
様
で

す

が
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ

て
い
て
も
他
町
に
住
所
を
移
し

た
方
に
は
選
挙
権

は
あ
り
ま
せ

ん
。

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

選
挙
当
日
社
用

や
公
用

に
よ
る

出
張
、
出
稼
そ
の
他
止

む
を
得

な
い
用
務
の
た
め
投
票
所
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、

告

示
日
か
ら
選
挙
の
前
日
ま
で
不

在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
そ
の
理
Ｅ

を
証
す
る
証
明
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方

は

早
目
に
巾
し
出
て
く
だ
さ
い
。

特
に
出
稼
者
の
よ
う
に
長
期
不

在
者
は
、
告
示
前
に
家

族
の
方

よ
り
連
絡
し
、
貴
重
な
一
票
を

す
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
い

た
し
ま
し
よ
う
。

代
理
投
票
に
つ
い
て

身
体
の
故
障
、
そ

の
他
の
理
由

で
自
分
で
字
の
書
け
な
い
人

は

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
係
員
が
代
理
し
て
書

い
て
さ
し
あ
げ
ま
す
。

町
議
選
挙
に
関
し
て
の
お
問
合

わ
せ
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

（
電
話
九
番
、
有
線
四
一
五
四
）

（

選
挙
管
理
委
員
会
）

古内さんら

民間交通指導員たん生

国
見
町
で
は
昭
和
四
十
二
年
度

か
ら
、
交
通
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
四
号

国
道
な
ど
の
交
通
事
故
防
止
の
た

め
、
民
間
交
題
指
導
員
を
お
く
こ

と
に
な
り
、
次
の
三
名
が
四
月
一

日
付
で
任
命
さ
れ
た
。

藤
　

田
　
　

古
内
　

清
作

塚
野

目
　
　

佐
久
間
菊

太
郎

光
明
寺
　
　

斎
藤
　

祥
朗

こ
れ
ら
の
交
通
指
導
員
は
、
主

と
し
て
国
道
の
十
字
路
な
ど
、
事

故
の
多
発
箇
所
に
お
い
て
朝
夕
の

交
通
指
導
に
あ
た
る
ほ
か
、
祭
礼

そ
の
他
各
種
の
催
う
し
な
ど
混
雑

す
る
と
き
の
交
通
の
指
導
に
あ
た

る
任
務
を
も
っ
て
い
る
。
四
月
一

日
辞
令
を
受
け
た
三
名
り
指
導
員

は
、
さ
っ
そ
く
四
号
国
道
或
は
学

校
入
口
な
ど
に
出
動
し
、
新
入
学

児
童
の
事
故
防
止
、
登
下
校
児
童

生
徒
の
交
通
指
導
に
元
気
に
勤
務

し
て
い
る
。

ぶ
思
法
の
存
在
を
考
え
よ
う
”

五
月
一
日

か
ら
七
日
ま
で
は
憲

法
週
間
で
す
。

わ
が
国
の
憲
法
は
、
昭
和
二
十

二
年
五
月
三
日
に
施
行
さ
れ
て
か

ら
今
年
で
二
十
年
に
な
り
ま
す
。

人
間
で
い
う
な
ら
成
年
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
憲
法

の
果
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
考

え

て
み
ま
し
よ
う
。

戦

後
ア
ジ
ア
に
お
い
て
朝
鮮
戦

争

が
起
こ
り
、

い
ま
ま
た
ベ
ト
ナ

ム
で

は
連
日
烈
し
い
戦
争
が
行
な

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
わ
が
国
が
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、

わ
た
く
し
た
ち
が
平
和
な
生
活
を

続
け
て
い
ら
れ
る
の
も
、
憲
法
が

平
和
主
義
と
国
際
協
調
主
義

を
か

か
げ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。
こ

れ
は
ほ
ん
の
一
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん

憲
法
は
こ
の
ほ
か
に
も
重
要
な
働

き
を
し
て
お
り
ま
す
。

憲
法
週
間
に
際
し
、
わ
た
く
し

た
ち
は
も
う
一
度

、
憲
法
の
存
在

や
機

能
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
み

ま
し
よ
う
Ｏ 納

税
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

仝
組
合
に
表
彰
状

国
見
町
で
は
四
月
六
日
午
後
一

時
よ
り
納
税
組
合
長
会

を
開

き
、

四
十
一
年
度
納
税
成
績
一
〇
〇

パ

ー
セ
ン
ト
の
部
落

に
対
し
表
彰
状

を
授
与
し
、
又

永
年
組
合
長
を
勤

め
て
今
回
退
職

し
た
功
労
者
に
対

し
て
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

式
後
連
合
会
の
総
会
を
開
き
、

前
年
度
の
決
算
や
新
年
度
の
事
業

計
画
を
審
議
し
、
役
員
改
選
な
ど

を
し
た
。

○
感
謝
状

吉
田
五
郎
、
吉
川
幸
平

、
佐
藤

喜
右
工

門
、
佐
々
木

吉
三
郎
、

○
表
彰

状

完
納
地
区
　

藤
田
、
小

坂
、
森

江
野

、
大
木
戸
、
大
枝
各
地

区
総

合
納

税
貯
蓄
組
合

完

納
部
落
　

全
部
落
納
税
貯
蓄

組
合

◆
役
員

会
　

長
　
　

佐
藤
　

新
七

副
会
長
　
　

野
村
　

隆
一

会
　

計
　
　

阿
部
　

武
夫

幹
　

事
　
　

稲
村
彦
三
郎

ぴ
　
　
　
　

佐
藤
　

久
造

ｙ
　
　
　
　

浅
野
　

利
市

り
　
　
　
　

斎
藤
　

一
郎

ぴ
　
　
　
　

斎
藤
　

与
一

即
　
　
　
　

鈴
木
　

喜
一

が
　
　
　
　

岩
城
　

健
治

監
　

事
　
　

吉
田
　

忠

夫

庶

、
務
　

朝
内

駝
光

しつかりたのみます

幹部・団員に辞令交付
国見町消防団では四月一 日午前十時から役場大会議室

で新し く副分団長になっ た林元治（ 労一分団）佐藤直

哉（分三分団）さんはじめ 左`記の幹部及び新団員に

対し辞令交付式を行な ったＯ

（

幹

部

）

旁
一
分
団
副
分
団
長
林
　

元

治

仝
　
　

愀
二
部
班
長
高
原
庄

一

士

二
部
長
　

熊
坂
栄
一

仝
　
　

仝
副
部
長
　

高
橋
昭
治

仝
　
　

仝
　

班
長
　

高
橋
一
三

汝
二
分
団
愀
一
部
副

部
長

東

海
林
幸
郎

仝
　
　

仝
班
長
　

本
間
　

平
次

仝
　
　

愀
三
部
副

部
長

吉
田
　

正
雄

仝
　
　

仝
班
長
　

羽
根
　

善
五

仝
　
　

仝
　
　
　

高
橋
　

和
雄

汾
三
分
団
副
分
団
長
佐
藤
直
哉

仝
　
　

才
一
部
副
部
長

佐
久
間
孝
雄

仝
　
　

仝
班
長
　

寺
島
　

忠
衛

仝
　

栄
二
部
長
　

蓬
田
　

正
敏

仝
　

仝
副
部
長
　

佐
藤
　

正

衛

仝
　
　

仝
班
長
　

太
田
　

久
吉

分
五
分
団
栄
二
部
長
渋
谷
成
郎

仝
　
　

仝
副
部
長
長
谷
川
正
男

仝
　
　

仝
班
長
　

渡
辺
　

善
一

（

新
団
員
）

栄
一
分
団
　
　

高
橋
　
　

勇

古
川
　
　

清

才
五
分
団
　
　

星

野
　
　

厳

菊

地
　

勝

雄

（

退
団

者
）

愀
一

分
団
副
分
団
長
鈴
木
貞
助

士

二
分
団
仝
　
　
　

高
橋
勇
記

外
　

十
五
名

鈴
木
貞
助
さ
ん

に
勳
章

生
存
者
叙
勲
第
一
号

国
見
町
消
防
団
才
一

分
団
副
分

団
長

の
鈴
木
貞
助
さ
ん
は
、
多
年

に
わ
た
る
消
防
団
役
員

と
し
て
の

功
労

に
ょ
り
、
昨
年
十
一
月
三
日

秋

の
定
例
叙
勲
に
お
い
て
勲
七
等

叙
せ
ら
れ
、
青
色
桐

葉
章
を
授
け

ら
れ
、
消
防

団
と
い
５
奉
仕
的
任

務
に
長
年
に
わ
た
っ
て
在
職
し
た

功
に
酬
い
る
は
当
然
と
は
い
え
、

生
存
者
叙
勲

が
復
活
し
て
以

来
当

町
に
お
い
て

は
初
の
叙
勲
者
で
、

そ
の
栄
与
を
た
た
え
る
た
め
、
町

消
防
団
が
主
体
と
な
り
去
る
三
月

十
六
日
町
役
場
に
お
い
て
盛
大
な

祝
賀
の
会
を
催

う
し
た
。

（

写
真
は
鈴
木
貞
助
氏
）

議

会

だ

よ

り

三
月
定
例
町
議
会
は
三
月
十

日
招
集
せ
ら
れ
、
会
期
を
四
日

間

と
決
定
、
次
の
議
案
を
原
案

ど

お
り
可
決
し
た
。
議
案
次
の

と

お
り

。

一
、
国
見
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

本
年
一
月
か
ら
家

族
七
割
給

付

に
な
っ
た
の
で
助
産
費
、

葬
祭
費
二
千
円
を
三
千
円
に

育
児
手
当
千
二
百
円
を
予
八

百

円
に
そ

れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら

れ
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
実

施
さ
れ
る
Ｏ

一
、

国
見
町
敬

老
年

金
給
付
条

例
の
一
部

を
改
正
す

る
条
例

八

十
才
以

上
の
高
令
者
に
年

五

百
円
支
給

さ
れ
て
い
た
敬

老
年
金
を
予
円
に
引
上
げ
ら

れ
た
。

一
、

国
見
町
交
通
指
導
員
条
例

交

通
頻
繁

で
危
険
な
所
に
立

っ
て
朝
夕
登
下
校
時
の
交
通

指
導
に
当

る
。
国
見
町
で
は

三

か
所

に
設
け

る
。

一
、
国
見
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も

の
の
報

酬
及

び

費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例

一
、
国
見
町
水
道
事
業
に
対
す

る
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用

を
延
期
す
る
条
例

一
、
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条

例
一
、
福
島
県
旧
市

町
村
恩

給
組

合
資
産
管
理
組
合

規
約
の
一

部
を
改
正

す
る
規
約

一
、
国
見
町

職
員

定
数
条

例
の

一

部
を
改
正

す
る
条
例

小

中
学

校
給
食

の
栄
養

指
導

に
当

る
栄
養
士

と
保

育
所
職

員
各
一

名
の
増
員
に
よ
る
も

の
。

一
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員

選
任

に
同

意
を
求

め

る
こ
と

に
つ
い
て

一
、
入
山

財
産
管

理
委
員
選
任

に
同

意
を
求

め
る
こ
と

に
つ

い
て

本
年
五
月
六
日
任
期
満
了
に

な
る
の
で
次
の
者
を
選
任

し

た
。

大
字
藤
田
　
　
須
田
兼
造

同
石
母
田
　
　
斎
藤
長
一

同
　
森
山
　
武
田
新
右
工
門

同
大
木
戸
　
　
松
浦
喜
一

同
　
高
城
　
　
八
島
　
健

同
　
徳
江
　
　
大
波
　
久

同
　
川
内
　
　
大
浪
政
吉

一
、

選
挙
管
理
委
員
、
同
補
充

委
員
選
挙

に
つ
い
て

本
年
四
月
三
’日
任
期
満
了
に

な

る
の
で
議
会
で
選
挙
の
結

果
次
の
者
が
当
選
さ
れ
た
。

委
員

大
字
藤
田
　
早
田
　
　
盛

同
　
貝
田
　
佐
藤
　
政
三

同
　
徳
江
　
引
地
　
芳
男

同
　
ふ
坂
　
安
藤
　
正
重

補
充
員

大
字
藤
田
　
熊
田
　
一
怡

同
　
　
　
　
穂
苅
　
肚
二

同
　
川
内
　
岩
城
　
健
治

同
　
森
山
　
佐
藤
　
儀
助

一
、
財
政
調
整
基
金
の
処
分
に

つ
い
て

一
、
昭
和
四
十
一
年
度
国

見
町

上
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算

年
度
末
整
理
予
算
で
、
総
額

二
千
二
百
五
十
九
万
円
と
な

る
Ｏ

一
、
昭
和
四
十
一
年
度
国

見
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

家

族
七
割
給
付
に
よ
る
と
こ

ろ
の
療
養
給
付
費
国
庫
負
担

金
の
増
に
よ
る
追
加
で
総
額

四
千
六
百
四
十

七
万
八
千
円

と
な
る
。

一
、
昭
和
四
十
一

年
度
国
見
町

一
般
会
計
補
正

予
算

主
な
歳
出
は
次

の
と
お
り

動
力
微
粉
劈

二
十
九
台
購
入

一
四
〇
万
円

県
北
中
学

校
体
育
館
落
成
費

五
七
万
円

保
育
所
ピ
ア
ノ
購
入
（

山
田

長
一
氏
の
寄
付
に
よ
る
）

二
〇
万
円

上
水
道
会

計
へ
持
出八

二
万
円

県
事
業（
滝
川
橋
）
負
担
金

九
八
万
円

予
算
総
額
一
億
七
六
二
三
万

円
と
な
っ
た
。

一
、
財
政
資
金
予
託
に
つ
い
て

中
小
企
業
育
成
の
た
め
東
邦

銀
行
、
伊
達
中
央
信
用

金
庫

に
三
百
万
円
、
勤
労
者
安
定

策
の
た
め
県
労
働
金
庫

に
五

十
万
円
を
予
託
す
る
も
の
で

あ
る
。

一
、
昭
和
四
十
二

年
度
国
見
町

大
木
戸

財
産
区
特
別
会
計
予

算
総
額

六
万
三
千
円
で
あ
る

一
、

昭
和
四

十
二
年
度
国
見
町

入

山
財

産
区
特
別
会
計
予
算

総
額
四
百
五
十
三
万
九
千
円

一
、
昭
和
四
÷
二
年
度
国
見
町

藤
田
財

産
区
特
別
会
計
予
算

総
額
百
十

八
万

六
千
円

一
、
昭
和
四
十
二
年
度
国
見
町

育
英
会
特
別
会
計
予
算

総
額
二
十
三
万
三
千
円
（
奨

学
資
金
高
校
生
一
人
年
一
万

八
千
円
十
人
分
）

一
、
昭
和
四
十
二
年
度
国

見
町

上
水
道
特
別
会
計
予
算

総
額
一
千
百
八
万
八
千
円

一
、
昭
和
四
十
二
年
度
国
見
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算

総

額

六

千

三

百

九

十

二

万

六

千

円

で

う

ち

療

養

給

付

費

は

五

千

六

百

万

円

一

、

昭

和

四

↑｝
卜
二

年

度

国

見

町

一

般

会

計

予

算

総

額

一

億

七

千

三

百

八

十

八

万

一

千

円

で

前

年

度

当

初

予

算

に

比

べ

二

千

八

百

五

十

四

万

二

千

円

約

二

〇

ハ

ー

セ

ソ

ト

の

増

に

な

る

。

主
な
事
業
を
拾
っ
て
み
る
と

公
営
住
宅
建
設
（

三
〇
戸
）

一
六
〇
〇
万
円

農
業
構
造
改
善
事
業

一
四
〇
〇
万
円

災
害
復
旧
事
業
費

一
一
五
〇
万
円

小

型
消
防

ポ
ン
プ
台

車
二
台

二
〇
〇
万
円

ご
み
処
理
運
搬
車
一
台

一
六
〇
万
円

○

候

補

者

曰

く
　「
私

は

買

収

供

応

や

利

益

誘

導

は

い

た

し

ま

せ

ん
」

く
に
み



選挙運動あれこれ
い
よ
い
よ
わ
が
町
の
議

会
議
員

選
挙
の
口

が
近

ず
き
ま

し
た
。
立

候
補
予
定
者
は
も

ち
ろ

ん
、
一
般

有
権
者
の
方
々
、
何

と
な
く
身
の
ひ
き
し

ま
る
思
い
が
す
る
き

よ
う
こ
の
頃
で
す
。

本
来
な
ら
ば
選
挙

運
動
は
、
全
く
自
山

に
何
ら
の
制
限
な
し

に
、
候
補
者
の
自
山

な
運
動
に
よ
り
行
な

わ
れ
る
こ
と
が
最
も

現
想
に
か
な
っ
た
方

法
と
い
え
ま
し
よ
う

。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

よ
う
に
選
挙
運
動
を

全
く
候
補
盾
自
身
の

手
に
委
ね
る
こ
と
に

な
り
ま
す
と
、
経
済

力
０
あ
る
候
補
者
が

有
利
に
な
る
こ
と
は

否
定
で
き
な
く
、
ひ

い
て
は
立
派
な
そ
の

公
職
に
ふ
さ
わ
し
い
人

を
選

ぶ
と

い
う
選
挙
本
来
の
理
想
を
ゆ
が
め

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の

よ
う
な
意

味
か
ら
法
律

は

選
挙
運
動

に
一
定
の
制
限

を
加
え

る
と
と
も

に
、

資
力
の

と
ぽ
し
い

候

補
者
で

も
充

分
選
挙
民

に
そ
の

政
見

を
知

ら
せ

る
こ
と

が
で
き

る

よ
う
県

や
市
町
村

が
そ
の
費
用
を

負
担
す

る
公
営

に
ょ

る
選
挙
運
動

の
制
限

を
設
け
て

い
ま
す
。

次

に
法
律
が
選
挙
運
動

払
つ
い

て
定

め
て

い
る
制
限
を
挙
げ
て
み

ま
し
よ
う
。
た
だ
、
こ
れ
は
た
だ

い
ま
行
な
わ
れ
て
い
る
県
及
び
市

町
村
の
選
跟
に
つ
い
て
の
み
で
あ

り
、
室
だ
内
容
も
き
わ
め
て
概
略

的
で
あ
ろ
の
で
、
実
際
の
判
断

に

あ
た
っ
て
は
、
充
分
選
挙
管
理
委

員

会
と
連

絡
を
と
り
誤
り
の
な
い

よ
う
に
処
理
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

日
時
　
期

選
挙

運
動
は
、
選
挙
期
日
の
告
示

が
あ
っ
て

、
候

補
者
が
立
候

補
の

届

出
を
し
た
日
か
ら
投
票

日
の
前

日

ま
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
し

た

が
っ
て

次
の
二

つ
の
点
に
つ
い
て

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○

事
前
運
動
の
禁
止

立
候
補
の
届
出
前
に
選
挙
運
動

を
す
る
こ
と

は
違
反
で
す
。

○
選
挙
期
日
後
の
挨
拶
行
為

等

の
制
限

当

選
あ
る
い
は
落
選
し
た
こ

と

に
つ
い
て
、
候
補
者
は
も
ち
ろ
ん

だ
れ
で
盍

戸
別
訪
問
に
よ
り
挨
拶

し
た
り
、
礼
状
を
印
刷

し
て
出

し

た
り
、
あ
る
い
は
祝
賀
会
や
残

念

会
を
開
い
た
り
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

図
選
挙
運
動
者

こ
れ
に
つ
い
て

は
倒
一
切
選
挙

運
動
が
で
き
な
い
人
、

㈲
関
係
区

域
内
に
限

っ
て
で
き
な

い
人
、
㈲

一
定

期
間
で
き
な
い
人
な
ど
の
き

ま
り
が
あ
り
ま
す
。

目
選
挙
事
務
所

本
県
知
事
選
挙
の
場
合
は

二
か
所

県
議
員

、市
町
村
の
選
挙
で

は
一
か
所

四
戸
別
訪
問

あ

る
候

補
者
に
投
票

を
す

る
よ

う

に
、
あ

る
い
は
投
票
し

な
い
よ

う

に
軒

並
み

に
依
頼
し
て
歩
く
こ

と
は
、
候
補
者

ば
か
り
で
な
く
誰

も
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま

す
。㈲

飲
食
物
の
提
供

誰
で
も
、
選
挙
運
動
に
関
係
し

て
酒
や
折
詰
な
ど
飲
食
物
を
ど
ん

な
名
義
で
も
与
え
て
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

通
常
用
い
ら
れ
て

い
る
程
度
の
お

茶
菓
子

や
湯
茶
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
せ

ん
。

囚
連
呼
行
為

誰
で
も
「
○
○

に
お
願

い
し
ま

す
○
○
に
お
頤
い
し
ま
す

・
∵

と
連

呼
し
て
岑
く
こ
と
は
禁
削
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
選
挙
演
説
会
や

街
以
演
説
の
場
所

に
お
い
て
連
呼

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て

い
ま
す
。

旧
そ
の
他
の
行
為

署
名
運

動
、
人
気
投
。柴
の
模
様
や

結
果

の
発
表
、
自
動
車
等
を
連
ね

た
り
、
隊
伍
を
組
ん
で
行
進
す
る

よ
う
な

気
勢

を
は
る
行
為
は
い
ず

れ

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
自
動
車

候
補
者
一
人
に
つ
き
一
台
の
使
用

が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
種
類

に

も
制
限
が
あ
り
ま
す
、

㈲
文
書
図
画

一
定
数
の
（

ガ
キ
と
ポ
ス
タ
ー
に

限
ら
れ
て

い
ま
す

。
事
務
所
に
は

ポ
ス
タ
ー
、

立
札
、
看

板
、
ち
よ

う
ち
ん
等
を
通
じ
三
つ
以
内
と
な

っ
て
い
ま
す
。

町
議
会
議
員
の
場
合
．

ポ
ス
タ
ー
　

五
〇
〇
枚

（

ガ
キ
　
　

五
〇
〇
枚

尚
ポ
ス
タ
ー
提
示
場
所

次
の
者

が
所
有
し
、
管
理
す
る
建

物

や
場
所
等
に
選
挙
運
動
用

ポ
ス

タ
ー
を
貼

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

国
、
地
方
公
共
団
体
（
．
県
、
市

町
村

）
日
本
国
有
鉄
道
、
日
本

専
売
公
社
．
日
本
電
信
電
話
公

社
、
原
子
燃
料
公
社

た
だ
し
、
右
の
も
の
が
所
有
管
理

し
て
い
る
橋
、
電
柱
、
公
営
住
宅

に
は
そ
の
承
諾
を
得
れ
ば
掲
示
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

‥口
演
説

立
会
演
説
会
、
個
人
演
説
会
、
街

頭
演
説
会
、
幕
間
演
説
等
が
選
挙

運
動
と
し
て
の
演
説
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
演
説
会
は

立
会
演
説
会
、
個
人
演
説
会
以
外

は
一
切
認

め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
立

会
演
説
会

は
選
挙
管
理
委
員
会
が

個
人

演
説

は
候

補
者
が
開
催
で
き

る
だ
け
で

、
愀
三
者

は
全
く
で
き

な
い
こ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

に
孩

扨

団

体

の
活

動

後
援
団
体
と
い
う
の
は
、
特

定
の

候
補
者
を
支
持
推
薦
す
る
こ

と
を

主
た
る
活
動
と
し
て
い
る
団
体
の

こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
従
来
こ
の

よ
う
な
団
体
を
通
じ
て
選
挙
を
不

明
朗

に
し
て
い
る
事
情
も
あ
っ
た

の
で
、
法
律
は
こ
の
団
体
の
活
動

を
厳
し
く
規
制
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し

た
。

陌
選
挙
人
に
対
す

る
寄
付
の
禁
止

い
か
な

る
名
義
を
も

っ
て
も

次
の

期
間
中
は
一
切
そ
の
選
挙
区

内
の
選
挙
人

に
対
し
て
寄
付
を
す

る
こ
と
は
で
き

な
い
こ

と

に
な
っ

て
い
ま
す
。

任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
の

場
合
任
期
満
了
日
前
九
〇

日
か
ら
そ
の
選
挙
の
日
ま

で任
期
満
了
以
外
の
理
由
に

よ
る
選
挙
の
場
合
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
告
示
（
発

表
）
し
た
日
か
ら
選
挙
の

日
ま
で

㈲
供
応
接
待
等
の
禁
止

後
援
団
体
が
主
催
す

る
集
会
、

見
学
旅
行
そ
の
他

の
行
事
に
お
い

て
、
誰
で
も
、
ご
ち
そ
う
し
た
り

お
金

や
記
念
品
そ
の
他
の
物
を
与

え
て
は
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
禁
止
さ
れ
る
期
間

は
倒

の
場
合
と
同
じ
で
す
。

网
候
福

者
、
立
候
袖
予
定
者
の
後

援
団
体
に
対
す
ろ
寄

付
の
禁
止

候
補
者
又
は
候
咄
者

に
な
ろ
う

と
す

る
者
が
、
そ
の
後
援
団
体

に

寄
付
す

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い

ま
す

。
期
間
は
倒
の
場
合
と
同
じ

で
す
。

よ
ろ
し
く
か
願
い
し
ま
す

県
内
教
職
員
の
定
期
異
動
は
去

る
三
月
末
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

春
休
み
中
に
新
任
校
に
赴
き
、
四

日

の
始
業
式
を
迎
え

た
わ
け
で
あ

る
が
、

わ
が
国
見

町
の
小
中
学
校

に
も
次
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た

新任校　　　 氏　 名　　 旧 任校

醸 芳 小　 畠腹 桂子 小 坂 小

附 属 小　 蜀田　 喜夫 仝

伊 達 小　 今野 孝止 藤 田 小

半 田 小　 石糂セツ子 仝

醸 芳 小　 木実谷俊彦　森 江野小

富 野 小　 菅 井　 ヨシ　伊達崎小

伊達崎小　 大友　蓉子　 大木戸dヽ

大笹生小　 槌 谷　幸一　X･

醸 芳･中　 大 橋 雄 二 県 北 中
北 信 中　 高橋 正人　1/

大 庭 中　 橋本 江一　jy

請 戸 中　 安 斎　悦夫　jy

小 坂 小　 氏家　 清造　五百川小

藤 田 小　 永瀬　 カノ　半 田 小

森 江野小　 穂積　隆亮　 伊達崎小

lX　　　　　狩 野　紘 子　山舟生中

1/　　　　卜 本田　 慶子　二 本松中

大木戸 小　 阿久津道雄　蓬 田 小

県 北 中　 遠藤 秀 雄 醸 芳 中

1/　　　　　高野 ，幸雄　伊 達 中

yX　　　　　三品･ 真咲　 白 根 中

yX　　　　　山 本　 譲示　梁 川 中

新任校　　　 氏　名　　 旧任校

県 北 中　 佐藤　 寛 保 原 中

lX　　　　　菅 野　康 男　1夕

yX　　　　　佐藤　 正 霊 山 中

4･　　　　 滝 沢八重 子　新　　 卒

小 坂 小　 佐 藤　治男　 森江野小

森江野小　 富田　 悦郎　 小 坂 小

大木戸小　 古内　 シン　森江野小

鳥川小(教頭)  瀬 匚 政一　 小 坂 小

関辺dヽ(校 長)蓬田　　 弘　 県 北 中

小坂小(教頭)安斎　 光雄　 津 島 小

県北中(教頭)牧野　 武夫　 平 野 中

XX　　　　　金子　 伸夫　 山舟生中

大 枝 小　 松 本 清市 関 辺 小

退　　 職　 安藤　 玉井　 大木戸小

ﾀﾀﾞ'　　　　　須 藤　京子 県 北 中

1/　　　　　松 本　祿什　 と

･X　　　　　 阿部　 作蔵　･夕

jf　　　　 赤塚　 忠　 大 枝 小

･/7　　　　渡辺　 末吉 大枝小(佼長)

ことし の定期異動でお迎えした先生方

地
方
選
挙
に
つ
い
て
三
つ
の
提
案

近
　

藤
　

ト
　
　
シ

囹
地
方
選
挙
を

公
営
に
す
る
こ
と

あ
る
地
方
の
小
さ
い
町
で
の
話

・で

あ
る
が
、

タ
ス
キ
を
か
け
た
候

補
者
が
道
端
に
立
っ
て
、

、、
お
ね

が
い
し
ま
す
。
を
連
呼
し
な
が
ら

さ
か
ん
に
お
じ
ぎ
を
し
て
い

る
の

で
、
何
か
公
約
で
も
話
す
の
か
と

し
ば
ら
人

買
物
か
ご
を
さ
げ
た
ま

ま
聞
い
て
い
た
が
、
一・
向
に
そ

ん

な
気
配

も
な

い
の
で
、
思
い
余
っ

て
「
ア

ナ
タ
の
公
約
は
？
」

と
聞

い
た
ら
「
ソ

ソ
ナ
も
の
忙
が
し
う

て

シ
ヤ
ベ
つ
て
お
ら
れ
ん
ワ
」

と

い

っ
て
立
ち
去
っ
た
山
。

こ
う
し
て
、
顔
も
み
な
い
話
も

き
か
な
い
「
め
く
ら
投
票
」

が
地

方
選
挙
で
は
く
り
返
え
さ
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
出
て
来

た
人
が
文
字

も
続

め
な
か
っ
た
り
、
演
説

も
で

き
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
笑
話
に

も
な
ら
な
い
事
実

が
ど
っ
さ
り

あ

る
。
。

現
在
、
四
月
の
統

ブ
選
挙

を
前

に
、
婦
人
、
青
年
団
体
な
ど
で
、

盛
ん
に
「
地
方
選
挙

で
も
立
会
演

説
会
を
開
き
、
選
挙
公

報
を
発
行

し
て
ほ
し
い
」
と
、
公
営
化

を
叫

び
か
け
て
い
る
。
。自
治
体
で

は
、
・

人
手
や
予
算
が
な
い
、
立
会
演

説

会
場
が
な
い
と
消
極
的
だ
が
、
民

主
化
の
慚
一
歩
は
、

ま
ず
地
方
選

挙
の
公
営
化
だ
と
思

う
。

匝
婦
人
立
候
補
者

を
ふ
や
し
た
い

政
治
意
識
が
低

い
と
さ
れ
て
い

る
婦
人
が
、
遠
慮

な
く
立
候
補
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
選
挙
が
身
近

か
に
思
わ
れ
、
全
般
的
に
政
治
に

対
す
る
関

心
も
深

ま
り
拡
が
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

衒
い
つ
ぱ

ん
に
、
婦
人
は
男
子
よ

り
顔
も
う
れ
て
い

な
け
れ

ば
看
板

も
カ
バ
ソ
も
な
い
。
し
た
が
っ
て

婦

人
の
立
候
補

は
、
部
落
推
せ
ん

的
選
挙
を
打

ち
陂

る
こ
と
が
で
き

て
、
選
挙
の
民
主
化
に
も
（

ツ
パ

を
か
け
る
こ

と
が
で
き
る

。
最
近

で
も
お
く
れ
た
部
落
で
は
、
あ
る

婦
人
候
補
が
自
分
の
名
前

を
書
い

た
タ
ス
キ
を
し
、
旗

を
も

っ
て
一

人

で
演
説
行
脚
を
し
て
い
た
ら
、

こ

の
部
落
は
お
ま
え
に
は
一
歩

も

足
を
入
れ
さ
せ
な
い
と
い
っ
て
、

夜
お
そ
く
ま
で

タ
イ
マ
ツ
を
立
て

て
見
張
り
を
し
て
い
た
と
き
い
た

こ
と
が
あ
る

。

東
京
で
も
つ
い
先
日
、
あ
る
区

で
区

会
議
員
に
立
っ
て
い
た
人
が

今
度
は
病
気
で
出
ら
れ
な
い
の
で

そ
の
代
り
に
町
内
の
誰
ソ
レ
を
推

せ
ん
し
た
の
で
、
後
援
会
に
入

っ

て
く
れ
と
い
っ
て
、
町
内
会
の
顔

役
が
戸
別

訪
間
を
し
て
い
る
の
を

み
た
。
こ
う
い
う
天
下

り
的
地
域

代
表
は
困
り
も
の
で
あ
る
。

囹
一
匹
狼
の
立
候
補

大
い
に
結
構

最
近
の
「
後
援
会
組
識
」

は
、

も
う
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
こ
ろ

に
来
て
い
る
。
こ
れ
は
い
っ
ぺ
ん

バ
ラ
バ
ラ
に
解
佐
す
べ
き
だ
と
私

は
考
え
る
。
自
民
党
の
議
員
さ
ん

自
身
だ
っ
て
、
き
っ
と
後
援
会
に

は
日
頃
頭
が
痛
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
そ
れ
が
政
党
の
近
代

化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

し
か
も
、
地
方
政
治
に
や
た
ら

に
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
や
党
利
党
略
を

持
ち
込
ま
れ
て
も
、
何
一
つ
と
し

て
仕
事
が
進
展
し
な
い
。
強
い
て

い
う
な
ら
、
地
方
議
員
は
「
市
民

党
」
で
あ

っ
て
党
と

か
団
体
と
か

の
バ
ッ

ク
が

な
く
て
も
、

た
っ
た

一
人
で
も
、
正

し
’い
考
え
が
で
き

る
力
強

い
実
行

力
の
あ
る
一

匹
狼

的
大
に
立
候
補
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
人

の
出

馬
を
す
す
め
る

べ
き
で
あ
る
。
モ

の
点

、
地
方
選
で
無
所
属
を

つ
ら

ぬ
く
婦
人
候
補
は
何

か
プ
ラ
イ
ド

を
も

っ
て
い
る
よ
う
で
、
私
は

プ

ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
を
あ
げ
た
い
。

さ
て
、
自
分
が
一
票
を
投
ず
る

時
は
、
名
前
を
書
い
た
以
上
は
自

分

に
も
連
帯
責
任
が
あ
る
く
ら
い

の
つ
も
り
で
、
そ
の
大

を
見
守
り

必
要

あ
れ
ば
惜
し
み
な
く
力
を

か

す

べ
き
だ
と
信
ず
る
。

（
栄
養
改
善
。会
常
務
理
事
）

ス
ポ
ー
ツ
の
春

を
飾
る
卓
球
と

剣
道

三
月
二
十
一
日
催
う
し
た
卓
球

及

び
剣
道
大
会
の
成
績
は
次
の
と

お
り
Ｏ八

卓
球
大
会
の
部
▽

■
団
体
戦
（
町
長
杯
）

（
準
決
勝

）

役
場
　
　

３
－

２
藤
田
Ｂ

森
江
野
Ｂ

３
１
１
農
協
Ａ

（

決
勝
）

森
江
野
Ｂ
３
－

２
役
場

（
愀
三
位
）
　
　
　

農
協
Ａ

■
男
子
単
Ａ

級
（
議
長
杯
）

（
準
決
勝
）

佐
川
寿
美
２
－

Ｏ
黒
田
　
武

吉
田
貞
男
・
2
1
0佐
藤
喜
久
雄

「
決
勝

」

佐
川

寿
美
２
－

Ｏ
古
川
貞
男

（

三
位
決
定

）

佐
藤
喜
久
雄
２
－

Ｉ
黒
川

‘武

塑
女
子
単
Ａ

級
（
院

長
杯

）

（

準
決
勝
）

目
黒
裕
子

２
－

Ｏ
八
巻

ヨ
シ
子

松
浦
和
子

２
－

０
伊
藤
恵

美
子

（

決
勝
）

目
黒
裕
子

２
－

Ｏ
松
浦
和
子

（
三
位
決
定
）

八
巻
ヨ
シ
子

２
－

１
伊
藤
恵

美
子

Ｉ
男
子
単
Ｂ

級
（

民
報
盾

）

（
準
決
勝

）

渡
辺
　

等
２
－

Ｏ
佐
野

貞
治

佐
藤
則
雄
2
1
0

菅
野

文
男

（
決
勝

）

渡
辺
　

等
２
１
０
佐
藤
則

雄

（
．．一
位
決
定
）

佐
野
貞
治
２
１

１
菅
野
文
男

－

女
子
単
Ｂ

級

（
準
決
勝
）

佐
藤
弘
子
２
ｊ

Ｏ
佐
藤
紀
子

国
分
正
子
２
１
０
熊
坂
キ
ミ

（
決

勝
）

佐
藤
弘
子
２
－

Ｏ
国
分
正
子

（

三
位
決
定

）

佐

藤
紀
子

２
－

１
熊
坂

キ
ミ

疆
男
子
複

（
準

決
勝

）

佐
川
・
佐
藤
２
－

１
古
田
・
須
田

斎
藤
兄
弟
　

２
１
０
佐
野
・
渡
辺

（
決
勝

）

佐
川
・
佐
藤
２
１
０
斎
藤
兄
弟

（
三
位
決
定

）

吉
田
・
須
田
２
１

１
佐
野
・
渡
辺

八
剣
道
大
会
の
部
▽

◇
国
体
一
位
　

国
見
Ｂ

チ

ー
ム

ニ
位
　

国
見
Ａ
チ
ー

ム

◇
個
人
三
段
以
上

一
位
　

朝
内
　

賢
光

三
位
　

鈴
木
　

忠
一

同
　

二
段
以
下

一
位
　

佐
藤
　

徳
正

二
位
　

大
和
田
健
一

尚
午
後
昇
段
審
査
会
が
あ
り
、
次

の
七
人
が
初
段

に
合
格
し

た
。

佐
藤
　

亮
一
　

菅
野
　

鉄
雄

斎
藤
　

公
一
　

佐
　
　

藤
裕

本
田
　
　

通
　

高
橋
　

元
一

吉
田
　
　

一

又
県
北
中
学
校
で

は
先
日

保
原
町

で
の
審
査
会

に
次
の
五
人

が
二
段

に
合
格
し
て

い
た
。

斎
藤
　
　

斎
　

宍
戸
　
　

弘

鈴
木
　

忠
次
　

佐
藤
　

健

治

一
条
　

芳
夫

鈴
木
忠
次
君
は
、
三
月
二

十
六
日

猪
苗
代
町
小

学
校
で
行
な
わ
れ
た

県
下
銃
剣
道
大
会
中
学
生
の
部
に

優
勝
し
今
月
十
六
日
東
京
で
行
な

わ
れ

る
全
国
大
会
に
丗
場
す
る
。

○

有

権

者

曰

く

「
私

は

義

理

人

情

や

部

落

根

性

を

捨

て

人

物

本

位

で

選

び

ま

す
」
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